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7. 通 信 機 器
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34年度においては電々公社におけるクロスぺ交換方式の標準化が

きまり,これによるクロスバ局の建設が進展した｡

すなわち34年皮製作ならびに開局したクロスバ交換局i･こほ西条

局,多賀局,東海局などがあf),引つづいて町甘砧 児島局などを

工 中である｡また一般PBXにおいてもクロスバJ‖)ほ漸次増加し

日本匝1有鉄道函館局など多数を納入した｡なお34年度後､l二におい

ては経済界の清況により電々公社第二次五箇隼訂両甘朝閲しクロス

バおよびA形日動交横磯の製造が著しくミ~.1況を丁■-とした｡

現布広く川いられている4け電話機ほ製造開始されてから約10隼

になるが,このたびさらに性能のすぐれた5り･電話機の開発が電々

公神で計画され,日立製作J折もこれに協力している｡また電子交換

機の研究ほ引つづき行われている｡

無線機においてほj 短波FM無線機のトランジスタ化がすすめら

れており,高周波大群墨ニトランジスタの開発と相まって30Mcから

150Mc FM無線機の全トランジスタ化も間近いと思われる.｡また

テレビ放送設備→式を==~1放送,ラジオ州掛こ納入した.｡こカーtらほ

テレビカメラ,映像ならびに首声送信機,了別御｣-;亡,行8湖flキー片発′巨機,

巾継装置などからなるのであるがこれらの大半はトランジスタ化さ

れたものである｡また工業テレビジョンのは用としてわが国最勃の

バンカピジョンを納入した.コ

通nやレーダなどの分野におし

るミリ波については教程 の

将て

0たt､｣イさ発開が器定渕

とが期待され

搬送装置においてもトランジスタ化による小形化が全面的に実施

された｡小形化のほかの面としてメカニカルフィルタが開発 川さ

れ,標準一架に60チャンネル仝実装のマイクロ無線機用端局が製造

された｡

ディジタル計算機ほさきに開発されたパラメトロンを用いた

HIPAC-101がパリの展示会に‖品されて好評を博した｡ついで34

年度に製作されたものにトランジスタを川し 振興麟会納

HITAC-301および東京駅に設置された座席予約装置および電気式

験所納HITAC-102がある｡HITAC-301ほ 務技術計算兼用のも

のであり,HITAC-102 もrr引藁であるが記憶界昂二などの点において

上回ったものである｡またディジタルコンピュータの応用としてコニ

作機械の数値制御装置HIDAM-402を製作した｡これは制御部と指

令部をわけて実用上の便をはかってある｡

アナログ計算機においては精度の向上した大形低速アナコンの製

作が和ついで行われた｡また拍殊刑 第のシュ ミレータを多くfI_ミ産し

たがこれらアナコソの広川は今後さらに拡大されると揖われる｡ま

た特記すべきものとして交流サーボ計算機を川いた魚雷発射指揮装

置がある｡

7.1電話機および交換機

5片電詣機の開発が日本電f.‡電話公社電気通信朝究所を中心とし

て始められ,

イ1`線放送

登場したが,

日立製作所もこれに協力している｡

閻土質の競争となり,技術的にほ サービスが次々と

なお着実に深く広く普及しつつある｡

クロスバ変換機ほ日本電信電話公社の標準化が一段落し,これに

基いた大容量交換局が続いて計画され, 設されている｡日立製作

所では実装2,700回線程度の局の交換設備を2局分受‡′1ミし納入した｢

ちょうど政府の電イさ-;電話拡張計画も示されたので,クロスバ交換機

の需要ほ急激に伸び始めた｡
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これに伴って→般の炎換機も逐次クロスバ式に移行する傾向にあ

り,日立製作所ほl]本Ii主1相鉄道南儲駅に800回線の制IJ交換機を納

入したのをほじめとして,多くのクロスバ式PBX交換機を納入したっ

ストロージャ式交換機の改良も清発に行われ,スペースの節約を

ねらってワイヤスプリング化および小形機暑詩の開発が進められた｡

PBX用交換機としてはAfL3形を標準化した｡

7.1.1電 話 機

現在電々公社で標準機碓となっている4号形 謂機は量産開始以

来約10佃こなる.｡この間性能改良,什横合理化に不断の努力を払っ

た糾某,櫓彪に安定,向_上した内容のものを策推するに至っている

が.伝送上の問題からさらに高度のものが要求されるようになり,

最新の接術,材料を駆促した新形電.罰機を開発することが日本電信

電詔公社において企画され,口立製作所もこれに協力している.｡34

年度ほその-一量推ぷ作検討の段階とLて,
.講器の性能およひご量産に

適する構造の試作研究ならびに送受都せ主とする成形品の開発研究

を行った.｡この電話機ほ,通話能率において4-け電話機のそれを十

数dB_1二川ることを仁l標とした壮則rほi級のもので,一両徹底した

維清ぷ詔により低廉な価櫓でまとめるよう検討が進められている｡

また最近の電話の進展ほ,業務川電話の普及とともに共H電話を

主体とするf_l三宅電話の~抒及,および,より便利な使い方を可能兎ら

しめる宅内サービス機器の黒川化,さらに将来の電子交換方式に川

いられる新構想電話機の研究開発の段附へと進んできている｡

R.､ンニ製作所ではこれらの~_車態に対処して,替種共同電ぷ順の実川

化を子j:うかたわら,秘苫電話装;■■′-,:,jl判子甜紳J電話機などの製作を行

った(｣また防術けの要求により検討.試作を行ってきた新形携帯川野

戦竃.訴機を完成したて二.これほ従 の電話機に比し,小形軽量,しか

も通話能率の楕段の向上,耐水,耐爆風構造,騒古中でもよく透徹

する呼出鳴~丘など野職の要求に適合した数々の特長を腑えており,

磁ポ式,共電式,局部電池通話共竃式の三力式兼用の 話機である｡

このほか,ごく小規膜の伴内刊l~】電話川として指令放送もできる

10l‖ほ泉形ホーム交換機を完成,′､封弘:~Iリ貌 市苛斬析などに納入して

いる.
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第3図 有線放送用

払声装置新形
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7.】.2 有線放送装置

l_はオブ▲税政送電.講矧砧ま,その機船l二,件能上のすぐれた≠H･ミが

諦められて,ll党い､進展を見せ,その施ぷ苗所は_仝l~lミ1200紬狛こ

および,まさに罠L上【漁村の必.訂甑設となるにモーつているしノ最近ほ逐

次放送より通話への利川度がr‡■日用,既ぷ苗所に一机､ても加入者の

増設,回線の増設などがLきりと行わかるようになってきたはか,

隣接施設との申継接続,Fll先からの移動中継放送,川殊回線の友部

設置などその利川方法も■高度化してきている､｣

34午蛇ほこの嘉態に対処して交横磯の復式己L一書準化,増幅帯のrり1路

および構造改良による作意怖設の‖∫能化,夜間受付機儒の付!≠など

のほか,移動中継放送装閏苓蘭1回線形友邦麦換機の標準化を終っ

た｡このようにイJ一触放送電箭施設川の諸装閏,機儒灘の広範抑こわ

たる開発,_整備とともに,施設_†二甘Ⅰ二法の標準化,機械化を進め,

確実な｣二部を迅速に行い,設問者,利川者の期待にこたえているし

7.1.3 クロスバ交換轢

34年度における成果としてほ公衆迫晶IjとしてC41,C51形を完

成したほか,PBX川としていミl鉄函館l=~恒M-ユ†亘両の通イ.て設備を完成

した｡さらに各位付属磯部の開発改良を行い接点のぶ命向上のため

接点保題髄遇の佐川基準を確立,交扱機配純の長いところにほL,

R並列のサージサブレッサを使用することによi■り妾∴l､(の

成功している｡

(1)C41形,C51形クロスバ交換機

着防止に

クロスバ交換機の採用が本格化されたのに伴って,大部1行まで

雛6同 サ ー ジ･サ ブ レ､ソ サ
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第5図 函館AXC-4Aクロスバ交換機の

ライ ンリ ンクフ レーム

適用できるクロスぺ分換磯の棋準化が急
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におし進められた｡C

41形およびC51形日動交換機ほ日本電信電話公社の指導のもとに

完成したもので,大都†1Ⅲ拍動交換機として必要な許陸機能を其

肺している｡

粕こ,仙川基準を確立して部品軽焼の統一と装置の機能埴位化

による機縄の統合とを行って,製造,保守ならびに増設の面で一

段の改良がなされている｡

C41形,C51形の適初の適川局,日本 イ.て電話公社町旧局

(2,800回線,従局1J‖1)および児島局(2,700回線,従局2ノ■-`H

の2刷l~jをFi立製作所で製造納入した｡回線数および局構成規模

において故大のものである｡

(2)函館AXC-4Aクロスぺ交換機

軋利一】ミl有鉄道でほ国鉄通倍近代化の一塊とLてクロスバ交換方

式の導入を決還され,函館中心局区画の自動化にあたり国鉄第1

けのクロスバ交換装置が設備されることになり,33年3月にほ

五稜郭端J‖)が無人局としてl粁屈し,函鮒中心局が34年5月末800

回線容量で開通して函館小心局区画月動化の完成をみるに至っ

た〔〕この交操装置の一部を舞5図に示す｡この函館申心崗クロス

バ交換機ほ,実装620回線の加入者と五稜郭端局とそのほか3端

.f‖)への対向中継線および函館一札幌間トールダイヤル用マイクロ
川線,ならびに盛岡,秋田, 京,青森,室蘭などの対向中継線を収

督した4段接続の全共通制御式クロスバ交換機である｡この函館

中心局ほ無人端局を含む中心局｢ぺ画のクロスバ日動化という点,

また番片計画,4線市外交換,う回｢ト継などを含む国鉄将来の全

回トールダイヤル化という∴て付こついて,中心J.tiおよび給括局のモ

デルケースとして臼三ト†されるべきものであり,安定したサービス

と相まって国鉄通信に大きな貢献をするものと期待されている｡

7.1.4 ストロージャ交換機

(1)A形帯域時間啓算装置(A形ZZZ)

電話交換における自動即時網の増大に対処するため,日本電化

電話公社技師長室の指導により,帯域時間登算装閏の改良に

し,

手

閏の機能上の欠陥を是正し,小形長英命でしかも低

廉化されたA形相域時間登算装置を開発した｡本改良形装置は,

WAリレーを主体とするクロスバ機器を使川し,一部に通話時間

の計数I~口として新しく開発したリレースイッチを川いている`⊃
レ

ビータとコネクメほ分離し.て別の鉄板へ搭滅し,瑳算数塚灘素手

のリードリレーほコネク省側に来襲してあるので∴i`紺巨【1糾梢域

識別を必安としないZZとLて似川し,後にZZZとして使用する
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第7図 A形時間帯域時

間登算装置

立評≡Å 甜日

第8図 受話器はずし自動讐-Ⅲ装置

第9図 自 動 監 査 装 置

ときはとくに利点が多い｡舞7図は51項線のレビータ,2回視の

レジスタと試験盤の搭載図である｡

本改良形 置1001叫繰の所要床面積ほ,従 小｣1線の

床面積の60%でたり,｢可繰数が増せばますます有利になる｡

(2)受講者封まずしr▲1動警報装眉

日動交換機とくに保守老を常駐させない小容量1二J.,1で間題となる

障胃の中に,加入者の不氾酎二よる受話器ほずしまたほ緑路障常

によるセレクタ,コソネクタの劫r】三しきりとなる現象がある｡本

陣岩が発生すると,数少ないセレクタ,コソネクタを無益に■liイ｣一

し ほかの加入者の発一言を妨`吉するばかりでほなく,他加入者か

らの着イ∫ても不能となるし受訴岩封･よずし日動警報装細よ,この種の

障醤を未然に発見し,【ニーl動的に処置する装了罠であり,第8図がそ

の外観である｡本装閏1佃で探索できるセレクタまたはコンネク

タの数は歳大150佃である.

(3)日動監査装置

帯域時間登弟 置の採川により,都I-い甘辺の†拝外通詔ほ加入者

が血接ダイヤルすることによって相手へ接続できる日動交換へ急

に移行しつつある｡このような市外通話の料_企ほ,通話時mと

距離に応じた複数登算パルスによりri~i†転された度数計に衷心され

るので,一過の装苗ほ正確さが保証さJLなくてはならないが,度

数計の動作を[1動的に監査できる装置があれば,料金そのほか交

換上の関越を処理する上に非常に便利である｡

日動監査装閻も r~l本電什右前公祉技師良室外甘隠･こより,度

数計監奄機とLて開発された装置で,加入者回線に設苗⊥て該､■1

加入者の発着信のつど,通話時間,ダイヤルLた番り･,度数計の

動き,共同加入の【大別などをf.墨鋸付こ記録するものであるr-..

置は黄9

群とこれを記

である｡

図に示すとおり脊櫨惜伺ぇを検Jllするための継電祝

するプリンタを携帯屠場なわくに組み込んたもの

(4)AF3形l■1動式構内交換

従来好評を得ている2数判1j AF--1形,AF--2形にリrき/)/j

き3数字川として朗発Lたラインフ7インダノノ式のユニット形交

横磯で,100回緑より紆汀‖I緑‡でイj▲幼に使用することかできろ

]nn回船でlユニ､ソトな情城1｣彷彿雄･㍍圭刊㈲板製守一ん∴収冒

されている.j=け符卜(.L2川)州税を1粁として形成すく,ので,トラ

フィック能率が両_r二し,これらのユニット針糾合わせれば,市ト
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第42巻 第1号

第10図 AF-3MA 自動式構内交換機

ラフイツクに対処することができる｡

特長の第1ほl㌔有床面積が従来のものに比佼して大幅に縮少さ

れたことである｡すなわち機械し-1体では的場,機械室全休でほ約

1ちの占イj■スペースである㌻｡

第2ほ工:事期間が短縮され,保守の手間を省くよう種々考慮が

拡われていることである｡

(5て)小形ロータリスイッチおよびリレースイッチ

交換機小形低廉化の一環として, しく小形ロータリスイッチ

ならびにリレースイッチが開発された｡

ぐa)小形ロータリスイッチ(第11図参照)

ニミレベル,17ポイントのバンクのはかにカムスプリング2組を

イ｣`し,パ`～iさ6翫1ュm,幅37n11n,奥行98mlllで現川ロータリスイ

ッチのいずれよりも小さい〕このほかに,インタラブタスプリン

グをイj-し′ており,臼己担1転が=∫能である｡最前万に位閲している

マグネットコイルは,必要によりこれを取外してほかのメカニズ

ムを調整できるように構成してあり,また,接点ほすべて前方に,

須11Ⅰて1′ト形 ロ･-一 夕リ ス イ ッ チ
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第12図 リ レ
ー

ス イ ッ チ

ワイプ竿

配線はすべて後プパこ配F壬してあるので保ヤ,点検烏よび取扱いが

容易である｡

(b)リレースイッチ(第12図参ユ【貿)

故後部に位閏する円板状のバソクの垂直中心軸上にラチェッ

ト,カムなどを配聞し,かつ,-マグネットコイルをシャフトの下

酢･こおくという漸進ITlくJな桝造を採川し,高さ42･5mm,幅37Ⅰ-1m

奥行60.5mmでクロスバ鉄櫛こ実装できる小形品を完成した｡

16ポイント,1レベルのバンクのほか,トランスファ2細のカム

接点を有し,復1日駆動方式の採用とインタラブタスプリングによ

り日己進歩が可能である,小形ロータリスイッチと川様に,接点

はすべて前方i･こ,配線端子ほすべて後方に配置してあるので,保

守,坂叔いが容易である｡

7.1.5 交換機の電子化

交換裟開あるいは課金装mを電~予化する研究ほ近年盛んとなり,

日立製作所においてもパラメトロンやトランジスタを川いた交換装

㌍や課金装置の研究が行われている そこで今回A形相域閃昭闇凋

装置の改良試作の,････一一環として一糀の揖子化を行った..電子化した糀

分ほトランスレータであって使fl=ノた素手ほゲルマニウムダイオー

ド,トランジスタおよび抵抗である｡レビータ,レジスタほ主とし

てワイヤスプリングリレーである.｡トランスレータほ3数字まで識

別を行い,これを13帯域に分類する｡また従 トラフィック_追の観

測ほ帯域別にしかできなかったが,令方路(ダイアル数)ごとの観

測が~吋能にされている｡

7.2 搬送通信機

ここ数年搬送装置のトランジスタ化に努力をつづけてきたが,34

年度をもってほとんど完了した｡高出力電力 搬送の終段部以外,

すべてトラソジス化した装償を標準品として製作するようになっ

た｡またメカニカルフィルタを通話路炉波掛こ川いうるようになり

ますます装置の小形高性能化が促進された｡その一つMT-6001形

マイクロ端

1架に搬

トり装置はこのフィルタを採用しており,2750mm標準架

波供給部,電源部複合み60通詔路を全実装している｡

構造面ではダイキヤストを大幅にとりいれ量産むきのシートプラ

グインカ式を確立したr〕

7.2.1通信線搬送電話装置

鋭意開発を進めてきたオールトランジスタ化のMT--6001形眉多

本装置はマイクロウエーブ無線機と組合わ

せてCCITT(国際電信電話諮門委員会)規格の電話60通話路を構成

しうる装置である｡その外 は弟】4図に示すように標準筐体
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第13図 ZA一-H2帯域時間登算装眉

のトランスレータ用ユニット

第14図 MT-6001

オールトランジ

スタ超多重端局

装置

第15図 メ カニ カルフ ィ ルタ

し2750mnlX520nlmX225mm)1架に全装置が実装されている｡こ

のように小形化された

とかく多

問題を一挙に

置は世界に 例をみないものであり,従来

置を設備する場合の難点とされた床面積と電源設備の

決している｡この成果ほ装置のオールトランジスタ

化とともに,通話路 換用炉波 としてメカニカルフィルタを使用

したことにより得られたものである｡メカニカルフィルタは策15

図に示すとおりきわめて小形に製作しうる上に,機械共振子による

急しゆんな選択性が得られるので,通話路変換用炉波暑詮としてきわ

めて好適である｡この方式は今後の日立製作所における多重搬送装

置の標準方式として威力を発揮することになる｡

ついでこの際準方式に従って,12通諸路のCT-1203形ケーブル搬

送装置が設計された｡

この超多重装置の標準構造としてプリント配線板を主体とし,こ

れをダイキヤストフレームにネジ止めしたもの(シーりを上下の

ダイキヤストレールよりなるわくにプラグインするものを開発し

た｡このわくが筐体に取付けられると弟1る図に示すようになる｡

この構造方式ほ簡易形搬送装置に対しても採用され,いわゆるUL

形周波数配置による横上式装置であるT-4形装~置,ならびにBSB

による積上式装置であるT-5形装置を完成した｡前者は 54kc以

下に最大7通話路,後者は100kc以下に最大4通 路を必要に応

じて積上げることのできるものである｡ともに最大線路損失30dB

以下の線路に適用できる｡
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第16図 トランジスタ搬送装置標準構造

(左側ほカ′ミーをかけた状態を示

し,右側はカ/く-を収りほずした状

態を示す｡左右それぞれ1通話路実

装の装置である)

第17岡 T-3形電力株搬送

電話装置

7.2.2 電力線搬送電話装置

電力線搬送電話装置の分野でも,33年度に引続き,トランジスタ

化が進み,SSB-UL方式のT-6形1通話路電力線搬送電話装苫が

完成した｡これほ,送信増幅器を含む全国路をトランジスタ化した

もので,出力最大+20dBmを得ている｡このため装置は著しく小

形化され,従来標準架1架に1システム実装であったものが,1架

3システムまで実装可能となり,ダイキャストの採用と相まって,

重量も1システム当り約夙に減少した｡

力線搬送装置は,その伝送路として送電線を使用するため,搬

波ほ 50～450kcの高周波であること,および,コロナ雑音など

の線路雑音に打ち勝つために大吉-け力であることが要求される｡34年

度,トランジスタ研究所におし､て新たに開発されたトランジスタ

TA-15は,最大コレクタ損失2W, 断周波数2.5Mcという画期

的なもので,A級シングル増幅器で最高欄力+27dBm(0.5W)が

可能となった｡このため,十分負帰還を施した高ひずみ率送信増幅

器が可能となり,
L
‖
リ

､
〓
‖

h
=
ノおと UpperLLower形1通話路電力線

搬送電話装置ほ出力+20dBm,2通話路電力線搬送電話装置圭=11

力+15dBmノCHまで,オールトランジスタ化が完成した｡

また,搬送

化ほ,

置全般に対して進められた構造部品のダイキャスト

力線搬送電 装置にも適用され,既設計品も逐次ダイキャ

ストによる設計へ改良された｡34年度製作されたダイキャスト化製

品のおもなものほ,T-3 形搬送 諸装置(BSB方式1通話路形)

13端局,T-6形搬送電話装置(SSBカ式1通話路形)3端局,

PJ-27形搬送装置(2通 路形)2端局などである｡

7.2.3 搬 送 応 用

各方面における要望に応じデータ伝送,遠方監視制御および日動

制御用信号伝送装置の全トランジスタ化を行った｡また遠方監視制

御専用の各種搬送装置も完成した｡

電力系保護継電器用搬送装置ほ

たが小形プラグインパネル

来両面実装のみが使用されてい

装のものが製作された｡また全トラソ

ジスタ化のものも完成した｡.それらのおもなものほ下記のとおりで

ある｡

(1)NS-IB形全トランジス㌢信号伝送装聞

本装置は既設の 訊椰鰍こ重畳して電信担1線し18通信路容_勘

を構成する信号伝送装置でテレメータ,テレコンを主目的として

いるが,印刷電信,ディジタルコードなどのパルス伝送にも広く

利用されている｡

(2)PS-4形遠方監視制御用電力線搬送装置

本装置は遠方監視制御用 信路と電話1通話路とを共有する電
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第19図 NS-1B形

信号伝送装置

第42巻 第1号

第18図 T-6形電力

線搬送電話装置

第20岡 PK-18 形トラン

ジスタ搬送電流装置

力線搬送端砧装置である｡

電話回線はトールダイヤルレビータを実装し端局相互間ほもち

ろん他系統あるいは構内自動交換機への中継接続が~f~lJ能である...

さらに遠隔測定,転送引はずしのための通信路を有するので,本

置ほ電力線搬送装置に具備させうるほとんどすべての機能を有

する新鋭装置である｡

(3)PK-13形搬送電流装一間

電力系統安定化のため方向比較継電器と---一一体となって使用され

る電力線搬

の送電線の

(4)PK---

継謹保送 器用搬送 流装置で,線路損失35dB以下

一一線と大地帰路が伝送路として使周される｡

18形仝トランジスタ搬送電流装閏

新たに開発されたH力か人で

使廿=∴た電力線搬送保護継

ある｡

断桐波数の高し､トランジスタを

器川令トンラジスタ搬送電流装置で

7.3 無 線 通 信 機

昭和34年願こおける無線通信機ではトランジスタ化が急速に実

現し,マイクロ波機器では川GC以仁の高周波の開発が行われた｡



椙 機

第21図 K-1形携帯川受令器外観図

器 51

宵i22図 SEM-106形150Mc/10W車掛Ijす無線機外観図
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すなわち前者でほ,超短波FM無線機のトランジスタ化が昨年に

引続き活発に行われ,また放送機器の分野でも,仝トランジスタ同

期信り･発生器,ウォーキールッキーが完成し,トランジスタオルコ

ンカメラも製作中である｡.

後割こついては,13GCテレビ中継袈苫を布l]放送に納入したほ

か,測定器を中心としてミリ波の闘発を行いつつある｡

なお特記すべきことは工業用テレビジョンの無線伝送をわがHで

最初に完成し尖用したことである｡

7.3.1超短波無線機

通信用高 波トランジスタの国産化と相まって,すでキこ30Mc帯,

全トランジスタ携帯川受令器150Mc/10W移動用鯉線機などを新

製品として世に送ったが,

(イ)装置が小形軽量なことて二1

(ロ)消費電力がきわめて少なくてすむこと｡一従来の無線機の

約1/10程度｡

などの大きな利点があるために,携描用無線機,移動用無線機,無

人中継局,あるいほ遠隔制御 置,選択呼川装置など,その利用面

ほ拡大の一途をたどりつつある､つ

このよ
隼1

甜
ナヘノ

いて,さらに高度のトランジスタ化を目指し

て研究を進めており,送信部の一部を除いて全トランジスタ化され

た30Mc札 60Mc樟および150Mc樟無線機も近く完成する-j;定

であるし)

(1)30Mc荷受令器

木棺ほ警察署がパトロール中携行L,木部よりの司令を受けて

行動の迅速化を図るために製作された仝トランジスタ携帯川受い

機で,すでに関東符区警察局榊原川通‖所に納入し黒川されて好

評を得ている｡,

(2)150Mc/10W車載拙無線機

本機ほ受信郁の人半をトランジスタ化Lたもので,すでに電波

監理局性能試験に合潤し,昭和33年3月電況開発棟式会社に納入

されたし､

(3)150Mc/5Wタクシー用無線機

本機は主としてタクシー川無線機として設計されたもので下記

の特長を有しているし､

(イ)受イi一摘5がトランジスタ化され待受時の消

(ロ)

費 ∩

､一∨

な少が力

弧祁にトラソジスタ DC-DC一コンバータが使用され,

源能率をあげるとともにロータリ,コンバータ,パイプ

レータなどに見られる機械的損耗部分が■存在しない｡

(ハ) 自動二 座席下に耽付けできる構造とし,トランク, 転台

などの空間利用率がを最大である｡

(.4)クレーン無線操縦装盲岸

本装置ほ日立製作所亀有工場で昭和34年8月より運用されてい

る｡装置は第21図に示すように指令携樟局,イi~消･受信装■躍(クレ

ーン装備)より構成され,指令携帯局の操作信号(150Mc/FMF2

第23岡 SEM-053形150Mc/5Wタクシー無線機外観図

電波多周波式)を受†言装~掛こて受イi言,継電紛邪を動作させてクレ

ーンを無線操威するものである｡

7.3.2 エ業テレビ装置

(1)最近のITVの新しい応用について

故近のITV利用の傾向ほ,従 最も多かった電ソ]関係,原子力

関係などの利用にとどまらず,ひろく一般産

れF-11したことである｡

(2)三和銀行納バンカーピジョン

などに用いら

大阪市御堂筋の三和銀行本店と瓦町支店間距離500mをITV無

線伝送を行うもので,わが国で最初の試みである｡本店の帳簿を

ITVで撮像し,音声とともに 900Mc荷の電波にのせて,支店に

送るものである｡支店側でほ900Mc コンバータを用いふつうのテ

レビ受像機で受信する｡この装置を使用することによりいままで電

話 終にたよっていた,帳簿照合などの業務を迅速正確に行うこと

ができる｡この装掛こ引続き各支店でもITVを利用して本店との

絡を行う計何である(ン

7.3.3 テレビ放送設備

作所でほテレビ放送設備としてスタジオ機器,送信所機器

のすべてを製作し,ラジオ山∩,ラジオLl_t陰などに納入した｡以下

に最近の二,三の例を簡-?勘こ 明する｡

(1)1kWテレビ送信機

本機はrl本テレビジョン標準方式により,白黒テレビジョンの放

送を打うための装潰で,外観は舞24図に示すとおりであり,構成

ほ､卜記のとおりであるリ

映像送信機 映像送い機本体

側披障ろ披邪

空中線切棒器

擬似空中線

反射一膨電力計

冷却装帯

告声送f言機 苦ノ~汀送信機本体

空中穐切替器

擬似空中線

反射形電力計

冷却装置

制 御 車
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第24図 HTV-75形1kWTV-V放送機外観図

第27図 TB-23形ウォー

キルッキ外観図

第26図 TBE-21形同期信

号発生機外観図

(2)ビジコソカメラ

TBE-31形放送用ビジコソカメラは定格,性能すべて日本テレ

ビジョン標準方式に従っており,水平解像度500本,垂清二解像度

350本以上を有するフイルム送像用カメラチェーソである｡本装

置ほカメラ部,操作部,制御部より構成され,カメラで撮像され

た映像 号出力は制御部に入り,ブランキング信号,同期弓イ言を

混合し完全なテレビ信号として送出する｡操作部にはマスタモニ

タが組込まれ,画像の監視を行いつつすべての操作ができる｡

(3)全トランジスタ式同期信号発生器

TBE-21形同期信号発生器ほ日本テレビジョン標準方式による

同期信号を発生する全トランジスタ式装置で,外観は弟26図に

示されるように真空管式にくらべほるかに小形となり, 量ほ柏,

消費電力ほ1/10である｡本装置は世界で最初に完成された仝トラ

ソジスタ式同期信号発生器で,NHK技研のご協力を得て完成し

た｡

(4) ウォーキ･ルッキー

本機は全トラソジスタ化したビジコソカメラと,その映像出

力信号を無線伝送する中継用送信機とを小形携滞爛にまとめたも

ので,送 用ペンシル管5876と,受信機の一部に真空管を使用

したほかはすべてトランジスタを用いている｡送信側ほカメラ部
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評 第42巻 第1弓▲

什‥鞘.郎町叶㌧‥淵

L

第25図 TBE-3】_形ビジコソカズラ外観図

第28図 NHK大阪納STL装

(吏員約3.Okg),背負パック部( 鑓二約20kg)より構成され,

10Ah,6Vの電池3何で3時間以上他用できる｡.カメラの映像

出力は背負パック部内の各回路にて同期信号がそう入され,完全

な複合信号として800Mcの搬 波を振幅変 し,約1Wの出力に

て送常する｡本機の持去の一つは同期力式で,たとえば伝播条件

が悪化して受信が不安定になる可能性のある場合は,受信復調拍

力において 信期同の潤 片と同湖する新しい同期信号を入れか

えることカて=J能なので,常時安定な画像を供 できる｡外観図ほ

第27図にホすとおりである.ニノ 本ウォーキ･ルッキーは日本テレ

ビ放送網株式会社に納入した｡これの完成にはNHK技術研究所

ならびに日本テレビ放送網株式会社のご協力を得た｡

7.3.4 マイクロ波装置

(1)テレビジョン中継装置

テレビジョンItl継m).T司波数は今まで3.5Gc寸借 7Gc抑こ割当

てられてきたが最近11Gc帯,13Gc樟が追加された｡日立製作

所では先にわが 最初の11Gc苗フィールドピックアップ装置

(FPU)を完成したが,ふたたび13Gc樟においてもわが国最初

のFPU,UTT(R)-018形を完成し,株式会社毎日放送(MBS)

に納入した｡本装置は周波数12,700～13,225Mc,使用クライス

トロンVAp92C,送信刊力200mWでカラーテレビの[:P継にも

使用できるものである｡すなわち周波数特性60c/s～6Mcにて

偏差土0.5dB微分利得0.5dB以~~■F,カラー副搬送波3,58Mcにお

ける微分位相ひずみ1度以下の性能を有している｡

ク装置として特記すべきものは,日本放

定STリン

協会(NHK)の大阪演



適

所,′ト駒送信所r~動こ設問

しナニものであるノ 木製閏ほ

3.5Gcおよび11Gcの両装

｢程よ町なり朗設の7Gcの装

匿とともに第1放 テレ

ビ,教育テレビおよび両一考

の予備l=l税を梢成するもの

であるし=.また本装~捉にはさ

らにSTl上回砺甚那教えのた

めの仝トランジスタ化遠隔

制御装閏が付属し,受信側

にて現rl~川り線より予備回線

への手動またほ同期信け検

知l州洛による鉦動の別換え

が行える｡

ほかのテレビ機器と同様

に,特にFPUに対し小形

軽量化の要求よりトランジ

スタ化が急がれ,軋､〃敗作

第29【ズIUXFM31形 第3r)l瑚 34Gc

乳0()O Mぐ 多巾無線 常闇波数分析

装置 基苗■

所でも近々製品化を完了する一予定である..

(2)マイクロウエーブ多二郎E詔｢卜継を甜ま

近時電波の有効な利川,あるいほ通.瓢洛数の増加の要求そのほ

かの執_11からパルス通信方式よりも,いわゆるSS-FM方式が盛

んに採川されるようになった｡このすう執′こ対し日立製作所では

早くから広描城信一掛中継装閏の試作を完成し,種々の検討を行っ

てきたが,さらに放近8,000Mc帯UXFM-31膨中継装躍の製作

を完~rした｡本装置は電話240通話路を伝送するように設計され,

所製のパッケージタイプ進行波間8W86が使用されⅢ

力約3W,縫合避妊ひずみほ±4Mcに対し10m/LS以下である｡

本装置の拍長は.(1)端末送受信機と中継送受信機がほとんど

同一構成で,簡単に相互変換が~=川巨である.‥.(2二)送信ミキサー

は円形導波管を用いフェライト･ジャイレ一夕を広川したもので

(特許申請rll)通常のアイソレータとフィルタとの組含わせ2組を

使用したものに相当する｡(3)反射■彪クライストロンを局発に

用いているため,変調器復調揖の微分相性測定が簡単である｡

(4)変調船は位相推移形FM発振船な用い変調微分粗姓ほ

±5Mcに対し2.5%以下である｡

(3) ミリ波測定器

リ波の分野においても新しい開発が行われた｡24Gc常圧l動

周波数安遷化電源装苫,34Gc帯視べイン式トルク形′電力計,34

Gc昭共振

偏波率測定

トルク形電力計,34Gc;Hトー∫変移州器,34･Gc招楕円

置,24Gc帯から50Gc;[附こわたる熱ぷ二計形電~ル汁,

34Gc指周披数分析装置などを製作納入した｡

34Gc描周波数分析装躍の外観は弟30図のとおりであって什

様は次のとおりであるし､

什 様

周波数範1711

入力導波管

入力レベル

分解周波数

掃引用披数

測は/くルス幅

電源

(4)~HJ搬形進行披伴増幅蘭

32,500､37,500Mc

WRJ--34

--ト30､-▲てOdBn1

25kc

l,3,10および30c/s

O.05/′S以下

100十10V 50/6()c/s

従来-一一般に用いられるいる~可搬形テレビジョン中継選雄一:(FPU)

の出力ほ約100mWであって,中継距離の長い場合には必ずしも
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節31【叉1可搬増進そj二枚管増幅㌍:子

十分とはいいに′■:い‥本装潤は7,qOOMc 増力電の
巨◆】

波打

管7W33を川いたl･J搬形昔ノ｣上別伝器で,上記FPUに併川してそ

の‖力を州軒㌻るものである〔=り]レベルほ4WであるためFPU

_qうイ本に比して中継距離を数倍に延すことが叶能となる亡､木装閏は
高周波部とノ電浅く?一郎からなり.高周波二舶･エFPUのパラボラアンテ

ナに装着可能の構造にな一1ているり また~=∫搬形式であるため進行

波野の振動に対する保護,装置の小形化,操作の簡あ化,市電托の

閏毘などにf[!,(三設計さかている..現/r三NTV,CBC.YTVなと

♂)テレど刷こおいて他川され｣朝川狛~ll耕往こ効架を應げている机

進行披骨増l掛紹を‖∫搬形式としてJ肌､たテレビジョン小継磯は内

外を問わずL~T立製作所において放初に製品化されたものである｡

7.4 電 子 計 算 機

ディジタル形電子計算機についてほ33年以 日立･製作所中火研究

所において設計され,日立製作所ノー†塚ニュニ場において製作されたパラ

メl､1ロンコンピュータHIPAC-101がパリにおけるユネスコ主催の

展示会に州品され優秀な成績で好評を博している｡ 振興協

会に納入し∴たトランジスタ･コンピュータHITAじ-301はすでに調

整を終り現在稼働忙入っている｡国鉄に納入Lた座席予約装置もよ

うやく叔終段階の調整に入っており実相開始も近い状態である｡特

に本機ほ信頼性の確保に重点をおきコンピュータニ台の排列運転な

どの設計上の考慮がほらわれている｡アナログコンピュータについ

ては在来の汎用アナログコンピュータのほか日動演算の試みを汎用

アナコンに織込んだ三菱日本電工業株式会社納入の固有他自動解析

装置,および京都大学に納入Lた原子炉解析用シュ

ある｡近時発適してきたディジタル計算機と

レークなどが

勤してアナ

二√計算機を依ノーりする試みとして電力経済灘分計算機を試作している

が,これほ竃力 卵の注l｣を めている｡

アナログコンピュータの応用として数年来研究試作を行ってきた

交流サーボ計算機はようやく黒川の段件矩こ入り,すでに艦船に搭載

して魚雷などの発射に閲係する計算機を納入した｡またさきに納入

した迎撃シュミレータの一一報としてその中央指揮阜を完成し飛しょ

励発究研の体
ゝヘノ

与･している｡

ディジタルコンピュータに関する技硝の応何とし_てデータロガー

などに関しても鋭意設計を進めている′.

7.4.1サー ボ計算機

33年蜘こひきつづいて特殊J~tj途に他用される交流サーボ計算機の

ここ数年間研究および方式の開発を行いつつ

あった香種機旨芹の人半の設計を終了して製作段階に入った｡,これら

ほいわゆる Fire ControIComputer の-一一分野と考えられるもの

で,アナログ計算機の応用分野の一つである｡

すでに完成納入したものには,艦船に搭載して魚雷などの発射に

関係する計算機および付属機器などがある｡､これらの計算機の演算

要 にはレゾ′レバ,タコジェネレータ,ポテンショメータなど′J､形

転回密精 用いている｡またその国転浜算素子は小形歯車
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第32図 京都大学納め原子炉解析用
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第33図[1]央研究所に設置された低速アナコソ

を介して高性能のサーボモータで回転せしめる｡また電子回路はブ

ースタ増幅器,サーボ増幅器,切換装･F軋 真空管減衰器など,いず

れも小形標準化したものを用いている｡

このはかさきに納入した迎撃シミュレータの一環として,その中

火指揮卓(中央制御装置および指示装閏)を完成納入し,引続いて

[_l動追尾レーダシミュレータを完成納入した｡､これらは=飛しょう休

関係の研究および訓練†li機 として使用されるものである

7.ん2 アナログ計算轢

大形の低速アナコン製作ほ軌道に来り東京人′芋航窄研便所.川崎

屯｢二 株式会杵,信題化学株式会粁庵せからのご要求で2､3架構

成の汎Mアナコンを次々に歳成L,納入した このうち信越化学株

式会社納めのものほ特に時間おくれ要素を4要素含んだ化学プラン

トのプロセス制御の解析川に作られたもので,j_定時プロセス制御に

対するアナコンの利川度か高まっていることを示しノているこ

またアナコンの日動漬算の.試みを汎川アナコンにおりこんだ_-∴菱

円本頁コニ株式会粁納入の固有値日動解析装~躍は,従来のアナコンで

は困難とされていたビームの横掠動の問題の解析を二巨体に考慮され

製作されたものである.′

他力シミュレータにおいてほ東部人′､声に肛~銅1解析川シミュレー

タとして弟32図のような大形装聞及納入Lた｡本装膚ほ原子炉の

ペリオドスクラム,レベルスクラムを模擬できる装韓モをイJ-し,原子

炉制御系の研究に人いに役立っている｡また建設省t二木研究所の指

で完成した洪水シミュレータほ沖J川および貯水池に対して広く獣

水流=の追跡聞題への応用と貯水池の人工操作などに対する利用も

考えられ,わが何の特色である洪水の問題に大いに威力を発揮する

ものと思われる｡

また大阪大学二l二学部の指導によi)

繹ほ脊穐

作された電子軌道自動追跡基

子管内における電子の運動の軌跡を自動的に計算し

ⅩY記録箸別こかくもので今まで手計算で非常に時間がかかりかつ繁

雑であったものが数分で求めることができ,研究のスピード化に役

だつものと思われる､)

33年度ブラッセルで好評を博したWAC-301ポータブルアナコン

は中 米巡航船見本■市にて茶所をまわり多大な関心を集めた｡社内

用のアナコンとしては日立製作所中央研究所に設置された大形高精

度アナコソは第二次計画として非線形を完成したもので,杜の内外

の多くの問題の解析に利用されており,時に近頃発達してきたディ

ジタル計算機とその各特長を生かして両方共用で計算を行うハイプ

リッド計算機の最初の試みと 力系統の発 に対する経済的配
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第34【粟1HIPAC-1()1形パラノ1ト｢-ン計算機

分を計算する電~ノ離済配分計算機が各所の協ノ｣で試作され,その斬

新なアイデ7ほ電力界の注Iiの的とな/つている.一二

7･4･3 ディジタル言十算横

｣ト立製作㈲こおいてほ昭和32年試作ノラメトロン計算機HIPAC一

1を完成L,ついで昭和33fトHTPAC--101 の機怜臥 行っ

た･-∫これに並行して昭郎;3年よ`),トランジスタ計算機HITAC-301

形の設計を行い,昭和34年春にこれを完成した.､Jこれらは中形の規

模を有するl-1動計算機であるが,これより大形のHITAC-102形電

:Jl計算機もあわせて製造を行っている,)HIPACはHitachiParai

metron Automatic Computer･の略であり HITAC は Hitach-

Transistor Automatic Computer の略である｡】

(1)HIPAClOl

僅ほ33年6月パリにおける展示会にH†品され好評を博し

た_･技術計算用を目的としたものであり,性能概要下記のとおり,

(i)記憶装置‥ 磁気ドラム,1,024語 9,000rpm

｢ii)語の構成= 2進39けたならびに符号1けた,同定小数点

(iii)入JIりJ装~蹄:フォトテープリーダ,高速テープパソチ,穿

孔タイプライタ,機械式テープリーダ

(2)HITAC301

本米澤は■一軒務川ならびに技術計算川として設計されたもので,

電子1二業振興協会に納入されて実用に供されている｡

(i)記憶装間= 磁気ドラム,1,960語10,700rpm うち60語

ほクイッリアリセスメモリでありこのほかにカード入力お

よびHカバッファレジスタバンドをそれぞれ1組有する
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第35図 HITAC-301形トランジスタ計算機

器

都36図 MARS-1形麻席予約川電子計算機
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(ii~)語の構成:10進12けたならびに符号1けた,lLl一定′ト致∴【､(

(iii)入m力装聞:フォトテープリーグ,万能人Jlけ蘭昭(テー

プパンチ,機械式テープリーダ,タイプライタの組合わせ),

カードリーダ(毎分200枚),カード/ミンチ(毎分100枚)

(iv)その他:本装償ほ出力装置己と入力装荷あるいは演算を独立

に動作させることが可能である｡

(3)座席予約用電子計算機:

本 に中央処麒装苗を偏し, 京駅,横浜駅をほじ

めとする各駅の窓口に予約装置を有するオンライン式電子計算機

であり,中火と各駅との木順二接続は電信練によって行われる〔｣小

突処理装匿は記憶容轟こ約60万ビットの大群苗ドラムを右`する電予

計算機2台より構成される｡合計算機ほそれぞれ独立に動作し,ま

た正常時は互に照合を行いつつ動作が行われる｡.24時間連続運頗

が可能となるよう設計されており,また予約装苫は,列申,日付,

乗降駅などの指定により,問合わせあるいは予約の業掛こ応ずる

とともに所要データーの印刷能力を有▲している｡本装音別よ日本国

有鉄道の非常なご協力を得て完成したものである｡

(4)HITAC-102

本装置ほHITAC-301の能力を次の諸点で上回るものであろ..

(i)記憶容量:4,200語うちクイ､ソリアクセスメモリ2nr)語

(ii)固定小数点ならびに浮動′ト数ノ∴-この∴通りの漬算か可能

(iii)磁気テープ装置が使傭できる.

7.ん4 数値制御工作概械用電子頭脳

HIDAM-402ほHIDAM-401の,試作(柵兜の墳参E沼)に櫨き.

仝トランジスタ数値制御指令部と制御部かレ構成される..HIl)AM

4()2はエレタトtコニックス回路の能率せ_仁(fるために指令i■71;と制御

部を分灘し,磁気テーラに指令部のJ†りJを記録し,Ⅷ御部ほその再
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◎デ ィ
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第37図 HIDAM-402 指 令 部

′巨f.i号により~工作機械を制御する｡したがって一台の指令部で数台

の:Ⅰ二作機械を制御することができる｡指令部はディジタル位相変調

暑鋸こよるディジタルアナログ変換器を内

ログ信り■の形で制御信号が記録される｡

し,磁気テープにはアナ

指令部ほ数値をせん孔した紙テープを光電式テープリーダで読

む-.そのl力牢によりパルス分配器によって1/1nOlnn】の/ミルス補間

ろノtノ,ナインタ′し位相変調据でアナログ信一り守こ変換~す~る亡.この間に

遇差を生じるものも,矢川 囲での速度を制限するものもないL

制御部はこの磁気テープの-Ⅰ昭二信ぢ･を指令として工作機械のパワ

ーーサーボを駆動する仝トランジスタサーボアンプと磁気テープ再生

器とから構成さかる(l~:作機械としては別項ち数側制御2t包ヽヒフラ

イ両断象粧し本装抑£通産省機楓拭瞳知勇のご協力を得たものであ
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